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１． 研究計画の概要 
 本研究課題の目的は、1950 年代からの沖縄
祖国復帰闘争における青年団運動の全体像
を歴史・実証的に明らかにすることにある。
そのために、以下の３点を柱に、調査・分析
を行ってきた。 
(1)沖縄県青年団協議会（沖青協）が所蔵す
る戦後青年団関係資料の整理・分類とデータ
ベース化 
(2)祖国復帰闘争に携わった青年団ＯＢへの
聞き取り調査 
(3)先島・奄美諸島における青年団活動と復
帰闘争記録の掘り起こし 
 
２．研究の進捗状況 
(1)沖青協所蔵の資料については、3 年をかけ
て整理・分類・データベース化を図ることが
できた。資料は、Ａ沖青協、Ｂ北部市町村、
Ｃ中部市町村、Ｄ南部市町村、Ｅ先島地区・
全市町村、Ｈ青年隊、Ｉ道府県団、Ｊ日青協、
Ｋ復帰協、Ｌ県婦連・県人会、Ｍ教職員会、
Ｎ関係団体文書綴り、Ｏ原水禁、Ｐ県公文書、
Ｑ市町村文書、Ｒ他府県資料、Ｓ社協、ＸＸ
その他、に分類し段ボール箱 175 個に納める
ことができた。そのうち、Ａ沖青協の 90 箱
と、ＢＣＤＥの市町村青年団 21 箱の整理を
完了した。そして、ナンバリングと資料形態、
内容についてデータベースの入力を図り、こ
れまでどのような年代の資料、活動があるの
か不明だったものが、一覧となって明らかに
することができた。これまで沖縄の青年団運
動に関する資料閲覧は、県公文書館が保管す
る琉球政府のものしか見当たらなかったが、
今回の調査を通して、青年団自身が作成した
資料閲覧が可能となった。 
(2)復帰闘争に関わった青年団ＯＢへの聞き

取りは、これまで 13 名の聞き取り調査を実
施し、「戦後沖縄青年運動史の証言」として
記録化を行った。 
(3)先島の調査では、石垣市青年団協議会の
協力の下、復帰闘争の資料や証言を得ようと
したが、誰も記憶している人がいないとの回
答で、接触できていない。2011 年２月に石青
協結成 30 周年式典が開催され、ＯＢへの働
きかけもおこなったが、現段階では資料収集
のみにとどまっている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 膨大な沖青協の未整理資料を整理できた
ことは、本研究課題を進める上で必要な作業
であったし、資料の全体像をつかめたことは
大きな成果であった。ただ、予想以上に整
理・データベースの作業に時間がかかってし
まい、未整理の分類項目も残されているため、
分析を進めながら同時進行的に作業を進め
ていきたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)沖青協資料のデータベースを元に、祖国
復帰闘争時の青年団運動の全体像について、
資料に基づき実証的分析を行う。その際、沖
青協だけの分析に終わらず、県の情勢や市町
村青年団、関係団体との関連についても分析
を試みる。 
(2)「戦後青年運動史の証言」のまとめを行
う。最終年度は、平良親徳氏（1955 年度常任
理事。パスポート発行が認められず、本土へ
渡航できなかった経歴をもつ）への聞き取り
をもって、復帰闘争時の証言の一区切りとし、
証言から明らかになった点と、前述の資料と
のすりあわせを行いながら分析する。 
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(3)沖青協や沖縄本島の青年団運動だけにと
どまらず、先島・奄美諸島の青年団運動につ
いても分析と考察を行う努力をする。 
(4)沖縄祖国復帰闘争期に青年団が果たして
きた役割に関する研究論文を日本社会教育
学会にて成果報告を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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